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通期業績予想の修正及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、本日開催の取締役会において、2022 年５月 12 日に公表いたしました

2023 年３月期の通期業績予想及び期末配当予想の修正について決議いたしましたので、下記の通りお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．通期業績予想の修正 

(1）2023 年３月期通期業績予想（2022 年４月 1 日～2023 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 
百万円 

31,410 

百万円 

3,020 

百万円 

3,000 

百万円 

2,040 

円 銭 

79.29 

今回修正予想（Ｂ） 29,070 1,940 1,920 1,300 50.43 

増減額（Ｂ‐Ａ） △2,340 △1,080 △1,080 △740 － 

増減率（％） △7.4 △35.8 △36.0 △36.3 － 

（ご参考）前期実績 

（2022 年３月期） 
26,914 1,834 1,816 1,248 48.64 

 

(2）通期業績予想の修正理由 

2023 年３月期第２四半期累計期間におきましては、当社の主要顧客である大手製造業において、不

安定な世界情勢の影響等から資源価格の高騰や、金融資本市場の変動等により先行きが不透明な状況が

継続する中、新型コロナウイルス感染症の影響により抑制されていたエンジニア採用再開の動きが顕著

になっております。 

こうした背景のもと、当第２四半期累計期間において、当社の主力である派遣エンジニアサービス

は、堅調な派遣エンジニア需要に応えつつ、高い稼働率水準を維持した結果、当社の当第２四半期累計

期間の売上高は、前年同期比で増収となりました。一方、派遣エンジニアの採用数及び稼働者数の実績

が当初計画を大きく下回ったため、売上高、利益共に計画を下回る結果となりました。 

当社は派遣サービスを成長軌道に速やかに戻すため、2022 年７月より経験者採用時の給与条件の見



直し等、対策を実施した結果、2022 年８月からは採用ペースが改善いたしました。また、８月末から

実施いたしましたマスプロモーションの効果により、派遣エンジニアの採用は今後増加することが見込

まれておりますが、当第２四半期累計期間の稼働者数計画未達分を補えず、2022 年５月 12 日に公表い

たしました通期業績予想を上記の通り修正いたします。 

 

 

２．期末配当予想の修正 

 (1)期末配当予想の修正 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前回予想  55 円 00 銭 55 円 00 銭 

今回修正予想  50 円 00 銭 50 円 00 銭 

当期実績 0 円 00 銭   

（ご参考）前期実績 

（2022 年３月期） 
0 円 00 銭 48 円 00 銭 48 円 00 銭 

 

 (2)期末配当予想の修正理由 

  当社の剰余金の配当は期末配当の年１回とさせていただいおります。持続的な成長を通じて中長期的

に株主還元を充実させることを目指して収益力を強化し、業績に基づく継続的かつ安定的な配当を行う

こととしております。しかしながら、当期、2023 年３月期の期末配当金につきましては、今回発表い

たしました通期業績予想の修正に伴い、誠に遺憾ではございますが、2022 年５月 12 日に公表いたし

ました前回予想から５円減配の１株当たり 50 円 00 銭とさせていただくことを予定しております。本件

につきましては 2023 年６月に開催予定の当社定時株主総会に付議する予定です。 

 

 （注）上記の予想数値等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


